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平
成
26

年
４
月
１

日
に
、
三

田
高
校
第
21
代
校
長
と
し
て
着
任
い

た
し
ま
し
た
。
九
十
余
年
の
永
い
伝

統
の
あ
る
本
校
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

歴
代
の
校
長
先
生
方
が
築
い
て
こ
ら

れ
た
本
校
の
教
育
を
継
承
し
、
ま
す

ま
す
皆
様
に
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
学

校
と
し
て
発
展
す
る
よ
う
、
日
々
の

教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
５
月
18
日
の
ワ
カ
バ
会
総

会
・
懇
親
会
に
出
席
し
、
会
長
の
三

輪
田
様
、
副
会
長
の
平
山
様
等
よ
り
、

ワ
カ
バ
会
の
活
動
状
況
を
お
伺
い
し

ま
し
た
。
ワ
カ
バ
会
が
同
窓
生
の
皆

様
の
親
睦
の
た
め
に
様
々
な
活
動
を

推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
現
役
の

三
田
高
校
生
の
た
め
に
、
丸
山
記
念

奨
学
金
や
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

事
業
で
ご
支
援
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
を
知
り
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た
。

　

特
に
、
今
年
か
ら
奨
学
金
制
度
は
、

よ
り
ま
と
ま
っ
た
金
額
を
、
経
済
的

理
由
の
み
な
ら
ず
明
確
な
目
標
を
掲

げ
優
れ
た
成
績
や
成
果
を
挙
げ
て
い

る
生
徒
に
も
、
他
の
奨
学
制
度
と
の

併
用
も
可
で
給
付
し
て
く
だ
さ
る
制

度
に
改
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

お
か
げ
で
今
年
は
大
勢
の
生
徒
が
応

募
い
た
し
ま
し
た
。
応
募
書
類
の
推

薦
文
に
は
校
長
が
押
印
を
し
ま
す
。

ど
の
推
薦
文
に
も
生
徒
が
高
い
志
の

下
に
、将
来
へ
の
明
確
な
目
標
を
も
っ

て
日
々
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
記
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
生
徒
達
の
学
業
や
芸
術
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
奨
学

制
度
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
在
校

生
を
支
え
て
く
だ
さ
る
同
窓
生
の
皆

様
の
温
か
い
お
志
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

笹
　
の
ぶ
え

ワ
カ
バ
会
名
誉
会
長

三
田
高
校
校
長

平
成
26
年
度
４
月
に
着
任
い
た
し
ま
し
た

ホームカミングデーの皆様、ぜひ総会へ！
　来年度総会のホームカミングにあたるのは、昭和 10 年（第六 8 回生）、昭和 20 年（第六 18 回生）、
昭和 30 年（三田 7 回生）、昭和 40 年（三田 17 回生）、昭和 50 年（三田 27 回生）、昭和 60 年（三
田 37 回生）、平成 7 年（三田 47 回生）、平成 17 年（三田 57 回生）の各 3 月に卒業された方々です。
該当年の方々には後日ご案内を送付いたします。詳しくは春号でお知らせいたします。

今
年
度
の
前
半
を
ふ
り
か
え
っ
て

三
輪
田
　
真

ワ
カ
バ
会
会
長

（
22
─
６
）

　

猛
暑
や

自
然
災
害

の
続
い
た

厳
し
い
夏
が
過
ぎ
、
過
ご
し
や
す
い

季
節
と
な
っ
て
、
皆
様
も
お
元
気
で

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
秋
で
ワ
カ
バ
会
が
一
般
社
団

法
人
と
な
っ
て
一
年
半
経
ち
ま
し
た

が
、
ま
ず
は
順
調
に
推
移
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
五
月
の
総
会
に
お
い
て

も
ご
報
告
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、

昨
年
度
に
軽
井
沢
の
山
荘
を
売
却
し

ま
し
た
の
で
、
今
年
度
の
予
算
か
ら

は
山
荘
会
計
部
分
が
な
く
な
り
、
財

政
的
負
担
が
減
る
と
同
時
に
予
算
内

訳
も
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
資
産
で
あ
る
大
田
区
鵜

の
木
の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
昨
今

の
車
離
れ
も
あ
っ
て
、
空
き
が
埋
ま

ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
当
面
は

駐
車
場
と
し
て
維
持
い
た
し
ま
す
が
、

長
期
的
に
は
こ
れ
を
有
効
に
活
用
す

る
方
策
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
方
向
を
見
極
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ワ
カ
バ
会
の
主
要
な
公
益

事
業
と
し
て
、
丸
山
記
念
奨
学
金
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
経
済
的
に
困

難
な
状
況
の
中
で
進
学
や
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
具
体
的
目
標
を
持
ち
な
が
ら

努
力
し
て
い
る
現
役
生
徒
を
支
援
す

る
も
の
で
、
今
年
度
か
ら
一
人
年
額

十
二
万
円
に
増
額
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

昨
今
の
経
済
状
況
を
反
映
し
て
希
望

者
が
た
い
へ
ん
多
い
た
め
、
奨
学
金

枠
も
拡
大
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

通
常
の
予
算
内
で
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
キ
テ
ィ
根
付
の
販
売

に
伴
う
寄
付
金
を
は
じ
め
、
会
員
の

皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
に
も
期
待
を
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
何
か
の
折
に
ご

協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
の
会
報
を
お
届
け
す
る
に
あ
た

り
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念

す
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。



「
大
い
に
役
立
つ
」
丸
山
記
念
奨
学
金

受
給
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

特
集
　
◎
実
り
豊
か
な
高
校
生
活
を
支
援
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で
審
査
の
結
果
、
８
名
プ
ラ
ス
２
名
の
計

10
名
を
採
用
し
た
。
７
月
に
半
年
分
の
奨

学
金
を
本
人
に
給
付
し
た
。
今
年
か
ら
、

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
人
の
ほ
か
、
成

績
優
秀
者
や
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
な
ど
に
目

標
を
持
っ
て
努
力
し
て
い
る
人
も
応
募
資

格
に
加
え
た
。
同
窓
会
の
奨
学
金
と
し
て

経
済
支
援
だ
け
に
偏
ら
ず
、
三
田
高
校
の

優
秀
さ
を
伸
ば
す
方
向
に
も
目
を
向
け
る

こ
と
に
し
た
。
審
査
の
結
果
、
経
済
的
理

由
を
優
先
し
て
８
名
に
、
さ
ら
に
成
績
優

秀
者
と
ス
ポ
ー
ツ
で
世
界
一
を
目
指
す
人

の
２
名
を
加
え
て
、
計
10
名
（
一
年
３
名
、

二
年
２
名
，三
年
５
名
）を
奨
学
生
と
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
は
、
返
済
義
務
の
な
い
給

付
型
の
奨
学
金
に
な
っ
て
か
ら
５
年
目
に

な
る
の
で
、
卒
業
生
と
在
校
生
の
奨
学
金

受
給
者
22
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

奨
学
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
ど
の
よ

う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
る
か
を
調
べ
た
。

卒
業
生
８
（
大
学
生
７
名
、
専
門
学
校
生

１
名
）
在
校
生
４
名
計
12
名
か
ら
回
答
を

頂
い
た
。

　

ま
ず
、
11
人
が
「
大
い
に
役
立
っ
た
」

と
高
く
評
価
。
使
い
道
に
つ
い
て
は
、
卒

業
生
は
３
年
次
の
受
給
者
が
多
か
っ
た
せ

い
か
、
受
験
費
用
、
交
通
費
、
図
書
費
が

と
も
に
27
％
だ
っ
た
。
在
校
生
で
は
図
書

費
（
23
％
）
学
用
品
費
、
受
験
費
用
（
と

も
に
22
％
）
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
奨
学

金
の
金
額
に
つ
い
て
は
月
５
千
円
で
、ち
ょ

う
ど
良
い
が
９
人
、
少
な
い
が
３
人
だ
っ

た
。

　

奨
学
金
が
役
に
立
っ
た
理
由
と
し
て
、

•	

一
校
３
万
円
の
受
験
費
用
は
高
校
生
の

ア
ル
バ
イ
ト
で
賄
う
に
は
厳
し
く
、
家

庭
に
余
裕
が
な
い
の
で
と
て
も
助
か
っ

た

•	

ア
ル
バ
イ
ト
を
あ
ま
り
せ
ず
に
勉
学
に

励
む
こ
と
が
で
き
た

•	

部
活
を
や
っ
て
い
て
ア
ル
バ
イ
ト
が
で

き
な
か
っ
た
か
ら
大
い
に
役
立
っ
た

•	
生
活
や
学
費
に
関
す
る
重
要
な
資
金
源

に
な
っ
た

•	

家
計
が
苦
し
か
っ
た
の
で
こ
の
制
度
で

高
校
生
活
の
中
で
負
担
が
軽
く
な
っ
た

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
切
実
な
状
況
の
中
で
、

奨
学
金
が
有
用
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　

ま
た
、
ワ
カ
バ
会
の
奨
学
金
事
業
に
つ

い
て
の
意
見
と
し
て
、
①
勉
学
に
意
欲
が

あ
り
、
金
銭
的
に
厳
し
い
人
を
優
先
す
る

の
が
よ
い
、
②
給
付
人
数
を
も
う
少
し
増

や
せ
ば
助
か
る
生
徒
が
多
い
と
思
う
、
③

金
額
は
以
前
の
ま
ま
で
よ
い
の
で
、
本
当

に
困
っ
て
い
る
生
徒
に
給
付
し
て
ほ
し
い
、

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

受
給
者
の
意
見
は
、
低
額
で
も
多
く
の

人
に
給
付
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
ワ
カ
バ
会
理
事
会
は
、
交
通
費

や
物
価
の
変
動
と
、
一
学
科
３
万
円
と
い

う
大
学
受
験
料
へ
の
支
援
、
応
募
資
格
の

拡
充
な
ど
も
考
え
、
今
年
か
ら
増
額
し
た

の
だ
が
、
ど
ち
ら
が
よ
り
よ
い
か
、
今
後

の
動
向
を
見
て
、
さ
ら
に
奨
学
金
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

ワ
カ
バ
会
の
奨
学
金
事
業
は
１
９
７
０

（
昭
和
45
）
年
か
ら
貸
与
制
で
行
わ
れ
て
き

た
が
、
５
年
前
に
公
立
高
校
の
学
費
無
償

化
に
伴
い
、
給
付
制
度
に
改
正
し
、
一
般

社
団
法
人
化
以
後
の
、
主
要
な
公
益
事
業

と
位
置
付
け
て
、
初
代
校
長
丸
山
丈
作
先

生
の
名
を
冠
に
、「
ワ
カ
バ
会
丸
山
記
念
奨

学
金
」
と
し
て
再
出
発
し
た
。

　

３
年
前
の
東
北
大
震
災
の
年
に
は
、
同

窓
生
か
ら
の
義
捐
金
の
一
部
を
転
校
し
て

き
た
被
災
学
生
に
も
給
付
し
た
。
さ
ら
に

昨
年
か
ら
他
の
奨
学
金
と
の
併
願
も
認
め
、

全
生
徒
に
ワ
カ
バ
会
か
ら
奨
学
金
募
集
要

項
を
配
布
す
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
希

望
者
が
激
増
し
た
。
今
後
も
、
在
学
生
の

実
り
豊
か
な
高
校
生
活
や
大
学
受
験
機
会

の
拡
大
に
、
ワ
カ
バ
会
奨
学
金
が
有
効
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
努
力
し
た
い
。

　

ワ
カ
バ
会
は
、
一
般
社
団
法
人
に
な
っ

て
２
年
目
の
今
年
、
公
益
事
業
の
柱
で
あ

る
、
奨
学
金
事
業
を
拡
充
し
た
。
理
事
会

で
検
討
の
結
果
、
今
年
度
か
ら
予
算
を
増

や
し
、
月
額
一
人
１
万
円
に
増
額
、
年
間

一
人
12
万
円
を
給
付
す
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
昨
年
一
般
社
団
法
人
化
の
記
念
に
、

卒
業
生
と
在
校
生
を
結
ぶ
き
ず
な
と
し
て

企
画
、
制
作
販
売
中
の
、
三
田
高
校
の
制

服
姿
の
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
根
付
に
も
、
沢
山

の
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
奨
学
金
寄
付
を
頂

き
、
予
算
を
上
乗
せ
し
た
。

　

今
年
は
８
名
の
奨
学
生
募
集
に
、
応
募

者
が
47
名
と
多
く
、
奨
学
金
選
考
委
員
会



New !!　“同窓生が案内する”
ワカバ会　筑波宇宙センター見学会

春号（７５号）でご紹介できなかった新企画です！
三輪田真ワカバ会会長（ＪＡＸＡ勤務）の案内で宇宙
開発の中枢を見学していただきます。春休みですのでご
家族連れでご参加ください。
期日：2015 年 3 月 27 日（金）
集合：10 時 20 分  筑波宇宙センター正門前  現地集合
　　　　　（参考）9：00 東京駅八重洲南口発の常磐 
   高速バスを利用
昼食：「筑波ハム　レストラン自然味工房」
　　　　　　（送迎マイクロバスにて移動）
解散：14 時頃「つくば」駅にて解散。
　　　　帰路は、つくばエクスプレスまたは
 　　　　常磐高速バスを利用可能
見学内容：・筑波宇宙センターの紹介
　　　　　・展示館「スペースドーム」
　　　　　・筑波宇宙センター内の見学コース

（宇宙飛行士コース）
　　　　　・売店にて宇宙関連グッズ等、買い物
参加費：2,500 円予定（昼食、飲み物、保険料その他）
募集人員：20 名
案内：三輪田真（22− 6）

（参考）解散後、希望者は筑波山見物も可能

お申込者には別途詳細通知を差し上げます。
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第１回　新春浅草歌舞伎観劇会
詳細が決まりました！！
新しい時代の幕開け！若さ溢れる花形俳優が挑みます。
芝居の始まりはお正月らしく恒例の役者によるご挨拶が
あります。
期日：2015 年 1 月16 日（金）11 時開演 開場は 30 分前
場所：浅草公会堂
　　　　東京メトロ銀座線・都営浅草線・東武鉄道
　　　　　　　　　　　　 「浅草駅」下車徒歩 5 分
　　　　つくばエクスプレス「浅草駅」下車徒歩 3 分
演目：「未定」　　お年玉（年始ご挨拶）
出演者：尾上松也、中村歌昇、坂東巳之助、中村種之助、
　　　 中村米吉、中村隼人、中村児太郎　他
会費：ワカバ会特別価格　9,000 円（一等席観劇代 +
　　  お弁当）　※通常価格　一等席 9,000 円
定員：30 名
申込締切：11 月末日
お申込者には別途詳細通知いたしましす。

第３回　ワカバ会湘南散歩　～学んで、食べて、友人づくり～
「湘南国際村と葉山界隈を訪ねて」

期日：2015 年 3 月 26 日（木）
時間：午前 9 時 55 分集合　午後 4 時 30 分頃解散
集合場所：京浜急行　汐入駅改札外
解散場所：JR 横須賀線　逗子駅
　　　　　　または　京浜急行　新逗子駅
訪ねる所：湘南国際村センター、長者ヶ崎、
 葉山御用邸、県立葉山公園、
 町営しおさい公園、しおさい博物館（順不同）
会費：4,000 円（食事、見学料、保険代他）
 交通費は自己負担
講師：NHK 文化センター横浜教室講師　中村實先生
申込締切：2015 年 2 月 28 日（土）　定員　25 名
お申込者には別途詳細通知を差し上げます。

第 22 回　ワカバ会健康麻雀大会
昨年 20 回を迎え、今年は新しい気持ちで 21 回をスタート
させていただきました。脳の活性化、友人作りを目標にし
た知的室内ゲームです。お酒を飲まない、タバコを吸わ
ない、お金をかけない、をスローガンに健康麻雀は人気
を呼んでおります。今年の大会参加者は 9 卓と最高のに
ぎわいでした。男性の方 も々1 名ふえ、2 名ふえして一緒
に楽しまれております。また、ワカバ会報を読まれて毎年
4 〜 5 人の方々が入会され喜ばれております。入会希望
のあるあなたもぜひご一報ください。

〔なお年 1 回の大会のほかに月1 回、同好会の皆さんに
よる月例会も開いております。1回の会費は2,000円です。

（会場費 1,700 円、賞品ならびにおやつ代 300 円）〕
期日：2015 年 4 月 22 日（水）9：45 〜 16：45

（受付 9 時半より）
場所：六本木　たつみ（Tel 03 −3401− 9941）
　　　港区六本木 5 −1−2　ニュー後藤ビル 2F
大会講師：柴崎健司レッスンプロ
会費：4,500 円（会場費、昼食代、賞品、保険料他）
申込締切：2015 年 4 月 5 日（水）必着　定員 36 名
申込先：ワカバ会事務局（03 −3451− 0227）
　または中村左都子（7−2）（03−3481−0823）まで

第 2 回　東京国立近代美術館　タッチ＆トーク
～工芸館ガイドスタッフによる鑑賞プログラム～

昨年、好評をいただきました企画の 2 回目です。ケース
越しでは味わえない、著名な作家の作品や資料の魅力
に触れることができ、ガイドスタッフが展覧会のみどこ
ろや様 な々エピソードを紹介します。見学後は本館 2 階
三國清三シェフプロデュースのフレンチレストラン「ラー・
エ・ミクニ」にてランチ ( コース ) を予定しております。
期日：2014 年 11 月12 日（水）10：30 〜 11：30
   　 12：30 〜ランチ
場所：東京国立近代美術館 工芸館（本館から徒歩 5 分）
ガイドスタッフ：宮下光子（多田）（26 −2）
会費：4,700 円［ランチ 3,500 円　入館料 900 円　諸

経費 300 円］特別展会期中のため入館料は 900 円と
なりました

申込締切：ワカバ会事務局までお問い合わせください。
募集人数　10 名

ワカバ会行事のご案内
ま だ ま だ ご 参 加 い た だ け ま す

☆お申込は、ワカバ会事務局へ
　℡、Fax、メールにてお願いいたします
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第
十
回
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
桐
生
先
生
も

言
っ
て
お
ら
れ
た

よ
う
に
、
初
め
は
、

軽
井
沢
の
山
荘
で

合
宿
の
最
後
の
日

に
成
果
発
表
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
、
何

回
も
、
お
誘
い
を

受
け
ま
し
た
が
、

都
合
が
つ
か
ず
、
伺
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

山
荘
最
後
の
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
出
来

素
晴
ら
し
い
一
時
を
過
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
参
加
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
今
年
は
「
日
本
語
で
歌
う
外

国
の
う
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
遠
い
昔
、
学

校
で
習
っ
た
歌
が
沢
山
出
て
来
て
懐
か
し
く

聴
か
せ
て
、
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
の
練
習
の

成
果
は
、
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
又
、
毎

回
お
一
人
で
伴
奏
の
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
に
も
敬
意
を
表
し
ま
す
。
桐

生
先
生
が
何
時
も
と
違
っ
て
元
気
が
な
か
っ

た
の
が
気
掛
か
り
で
す
。
早
く
、
元
の
桐
生

さ
ん
に
戻
っ
て
、
何
時
迄
も
、
私
達
の
先
達

　

建
設
中
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
見
て
「
億
」
だ

ね
と
品
の
な
い
こ
と
を
話
し
な
が
ら
三
田
高

へ
、
抜
群
の
立
地
環
境
を
再
認
識
。
校
舎
の

中
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
？
い
や
、
い
や
各
部
の

呼
び
込
み
や
舞
台
姿
、
楽
器
や
料
理
材
料
を

抱
え
て
い
る
生
徒
達
、
い
か
に
も
忙
し
く
楽

し
そ
う
。
お
化
け
屋
敷
も
あ
る
と
か
。
と
ん

が
り
帽
子
姿
の
男
子
に
同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

へ
案
内
し
て
も
ら
う
。
背
が
高
く
足
の
長
さ

が
ま
る
で
違
う
、
う
～
ん
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
女
性
の
丁
寧
な
作
品
が

多
く
じ
っ
く
り
拝
見
。
一
緒
に
行
っ
た
Ｎ
さ

ん
が
先
輩
男
性
の
水
彩
画
が
き
れ
い
ね
、と
。

Ｓ
君
は
事
務
局
の
方
々
と
歓
談
。
皆
さ
ん
か

ら
い
つ
ま
で
も
仲
が
お
よ
ろ
し
い
で
す
ね
、

と
。
在
学
中
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
や
新
年
会
な

ど
学
力
で
は
雲
泥
の
差
で
も
そ
れ
は
別
に
し

て
共
に
よ
く
楽
し
ん
だ
。
女
性
天
下
に
は
充

分
す
ぎ
る
免
疫
が
で
き
、
そ
の
後
の
実
生
活

で
は
タ
フ
に
。
感
謝
し
て
ま
す
。

（
平
成
二
十
六
年
九
月
十
三
・
十
四
日
実
施
）

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
て

白
珠
祭
に
参
加
し
て

佐
藤
　
妙
子
（
左
川
）

４
─
３

鈴
木
　
茂
晴

12
─
３

藤
井
　
香
代
（
吉
田
）

７
─
５

ワ
カ
バ
会
行
事
に
参
加
し
て

　

昨
年
湘
南
散
策
に
単
独
参
加
さ
れ
た
伊
藤

晴
子
さ
ん
の
お
誘
い
で
、
ワ
カ
バ
会
行
事
に

初
参
加
。当
日
は
小
雨
の
中
の
散
策
で
し
た
。

　

中
村
實
先
生
の
ガ
イ
ド
で
、
ま
ず
横
須
賀

市
立
自
然
・
人
物
博
物
館
で
ナ
ウ
マ
ン
象
の

化
石
に
び
っ
く
り
、
太
古
の
三
浦
半
島
は

房
総
半
島
と
陸
続
き
だ
っ
た
と
い
う
説
明

で
、
こ
の
地
に
象
が
い
た
こ
と
に
納
得
し
ま

し
た
。
午
後
は
軍
港
め
ぐ
り
ク
ル
ー
ズ
に
出

発
。
ぺ
ル
リ
も
来
日
し
た
横
須
賀
港
は
、
戦

前
か
ら
日
本
海
軍
の
港
と
し
て
有
名
で
し
た

が
、
現
在
は
米
海
軍
基
地
と
な
り
、
潜
水
艦
・

イ
ー
ジ
ス
艦
・
航
空
母
艦
が
停
泊
中
で
、
対

岸
の
長
浦
港
が
海
上
自
衛
隊
の
港
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
下
船
後
、
様
々
な
バ
ラ
が
植
え

ら
れ
た
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
公
園
ま
で
歩
き
、
幕
末

に
横
須
賀
製
鉄
所
建
設
に
尽
力
し
た
フ
ラ
ン

ス
人
技
師
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
銅
像
に
対
面
。
Ｊ

　
「
優
勝
は
初
参
加
の
井
上
恵
美
子
さ
ん
」

中
村
さ
ん
の
は
っ
き
り
と
し
た
呼
び
出
し

に
、
両
耳
が
赤
く
な
る
の
を
感
じ
な
が
ら
賞

金
を
い
た
だ
き
に
前
へ
進
み
ま
し
た
。

　

菅
谷
美
奈
子
さ
ん
と
私
は
、
四
十
数
年
に

な
り
ま
し
ょ
う
か
、
お
互
に
子
ど
も
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
お
友
達
に
な
っ
た
母
さ
ん
仲
間
で
す
。

あ
る
日
、「
メ
ン
バ
ー
が
不
足
し
て
い
る
の

で
参
加
し
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。」
と
電
話

を
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
す
っ
か
り
麻
雀

と
縁
の
切
れ
た
生
活
を
し
て
い
た
私
に
と
っ

て
、
思
い
も
か
け
ぬ
朗
報
で
し
た
。
ワ
カ
バ

会
健
康
麻
雀
大
会
の
説
明
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
、
中
村
さ
ん
か
ら
も
ご
丁
寧
な
お
誘
い

の
お
手
紙
を
い
た
だ
い
て
、
四
月
二
十
三
日

Ｒ
横
須
賀
駅
に
近
い
こ
こ
で
解
散
と
な
り
ま

し
た
。

　

楽
し
く
有
意
義
な
一
日
で
、皆
様
に
感
謝
。

（
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
七
日
実
施
）

を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に

親
し
く
遊
ん
で
い
た
だ
き
且
つ
、
会
員
で
も

な
い
助
っ
人
の
私
が
賞
を
頂
戴
し
て
、
唯
々

恐
縮
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ワ
カ
バ
会
の
皆
さ
ん
今
后
共
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
。

（
平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
三
日
実
施
）

う
み
の
手
都
市
、
横
須
賀
を
訪
ね
て

ワ
カ
バ
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
…
。

（
第
21
回
健
康
麻
雀
大
会
）　

井
上
恵
美
子

（
７
─
５
）
菅
谷
美
奈
子
様
の
ご
友
人受賞者の皆様

で
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
平
成
二
十
六
年
六
月
十
五
日
実
施
）
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小粥　和子 （安江）（8 − 6）シルクスクリーン
鈴木　茂晴 （12 − 3）デジアルアート
片山　優子 （中山）（19 − 2）洋裁
田澤　恵子 （吉村）（26 − 1）シャドーボックス
國島　節子 （26 − 1）絵
小幡　則子 （平田）（32 − 3）シャドーボックス
小倉　充子 （38 − 4）江戸型染
松原　幹子 （富塚）（38 − 8）プリザーブドフラワー
松浦　翼 （56 − 4）日本画

金内　静枝 （利根川）（17 −ア）水墨画
細谷　芳子 （藤井）（17 −イ）書
香河　郁世 （田中） （4 − 4）編み物（カーディガン）
栗原 ふみ子 （森） （5 − 5）日本画と貝合わせ
大塚　京子 （木村） （6 − 1）書、洋服
吉田　郁子 （辻） （6 − 2）絵、絵本
伊東　志珠 （戸原滋子）（6 − 4）帽子
中垣　俊二 （8 − 2）水彩画
玉井　周子 （村上） （8 − 6）油絵

第 11 回同窓会ギャラリー出品作一覧 素晴らしい作品をありがとうございました

─ 三田高第 59 回白珠祭出展　2014. 9. 13（土）・14（日）─ （回順、敬称略）



　

江
戸
時
代
に
確
立
さ
れ
た
「
型
染
」

と
い
う
染
色
技
法
が
あ
る
。
型
紙
に
彫
っ

た
文
様
を
糊
や
染
料
を
使
い
、
布
に
染

め
付
け
て
い
く
手
法
だ
。
江
戸
文
化
の

面
白
さ
を
型
染
の
師
匠
に
教
わ
り
、
自

身
も
そ
の
魅
力
に
取
り
憑
か
れ
、
歌
舞

伎
・
落
語
・
浮
世
絵
・
草
紙
な
ど
に
も

精
通
す
る
小
倉
さ
ん
。
そ
の
豊
富
な
知

識
と
現
代
的
な
感
覚
を
盛
り
込
ん
で
、

き
も
の
、
手
ぬ
ぐ
い
、
下
駄
の
花
緒
や

暖
簾
等
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
型
染
作
品
を

次
々
と
世
に
出
し
て
い
る
、
今
注
目
の

人
気
作
家
だ
。

　

最
近
日
本
橋
の
百
貨
店
で
開
か
れ
た

浴
衣
の
新
作
発
表
会
で
も
大
勢
の
フ
ァ

ン
が
つ
め
か
け
た
。
そ
の
魅
力
を
知
り

た
く
て
工
房
を
訪
ね
た
。
緑
豊
か
な
皇

居
の
堀
端
に
も
近
い
東
京
・
麹
町
の
工

房
に
は
、
紺
・
赤
・
黄
…
…
と
様
々
な

色
が
染
み
込
ん
だ
大
量
の
使
い
込
ま
れ

た
刷
毛
が
並
ぶ
。

　

―	

型
染
と
い
う
伝
統
的
な
染
め
物
の

手
法
に
魅
せ
ら
れ
た
の
は
ど
ん
な
き
っ

か
け
で
し
た
か
。

　
「
藝
大
の
デ
ザ
イ
ン
科
を
修
了
し
た
年

に
、
縁
あ
っ
て
師
匠
の
工
房
に
見
学
に

伺
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
大
量
の
型

紙
を
見
せ
て
頂
き
、
雷

に
打
た
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
は
江
戸
後

期
に
作
ら
れ
た
も
の
も

沢
山
あ
り
、
和
紙
と
柿

渋
と
紗
で
造
ら
れ
た
型

紙
の
格
好
よ
さ
、
大
胆

で
繊
細
で
洒
脱
な
図
案

な
ど
、
そ
の
全
て
に
魅

せ
ら
れ
そ
の
日
の
う
ち

に
勝
手
に
弟
子
入
り
を

決
め
ま
し
た
。」

　

―	

高
校
時
代
は
ど
の

よ
う
に
過
ご
し
ま
し
た

か
。

　
「
も
の
ご
こ
ろ
つ
い

た
頃
か
ら
、
美
術
系
に

進
む
以
外
の
こ
と
は
考
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
に
か
く
美
大
進

学
に
重
き
を
置
い
て
勉
強
し
て
い
ま
し

た
。
２
年
の
夏
か
ら
、
美
術
予
備
校
に

通
い
、
そ
こ
で
新
し
い
世
界
に
出
会
い
、

学
校
の
勉
強
よ
り
も
絵
を
描
く
こ
と
、

造
形
す
る
こ
と
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
り
ま

し
た
。
三
田
高
校
は
進
学
校
で
し
た
が
、

３
年
次
担
任
の
森
本
静
子
先
生
は
、
理

解
し
や
さ
し
く
受
け
止
め
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
神
田
明
神
の
お
守
り
を
受
験

前
に
ク
ラ
ス
の
生
徒
全
員
に
下
さ
っ
た

り
と
、
先
生
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

　

―	

他
に
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
か
。

　
「
体
育
祭
で
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に

参
加
し
た
り
、
白
珠

祭
で
は
自
主
映
画
を

撮
っ
た
の
も
良
い
思

い
出
で
す
。
そ
の
時

の
友
人
達
と
は
、
今

で
も
仲
良
し
で
す
。

今
思
う
と
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
す
が
、

学
外
で
は
浅
草
サ
ン

バ
カ
ー
ニ
バ
ル
に
三

田
の
友
人
た
ち
と
社

会
人
の
率
い
る
大
き

な
チ
ー
ム
に
参
加
し

て
優
勝
し
、
賞
金
の

３
０
０
万
円
も
獲
得

し
ま
し
た
。
映
画
も

大
好
き
で
、『
戦
場
の

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
』

は
11
回
も
観
に
行
き
ま
し
た
。」

　

―	
興
味
を
も
つ
何
か
を
見
つ
け
る
と
、

と
こ
と
ん
ま
で
追
求
す
る
そ
う
で
す
ね
。

　
「
集
中
す
る
と
何
日
も
制
作
に
没
頭
し

ま
す
。
体
力
に
は
自
信
が
あ
り
、
結
構

無
理
も
き
く
の
で
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
作
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
趣
味
も
、
全
部
仕
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
寝
て
い
る
時
間
以

外
は
、
ず
っ
と
仕
事
な
ん
で
す
。（
笑
）」

　

浅
草
・
雷
門
の
前
に
あ
る
、
台
東
区

浅
草
文
化
観
光
セ
ン
タ
ー
に
行
く
と
、

小
倉
さ
ん
制
作
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な

壁
面
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
に
出
会
う
こ
と
が

出
来
る
。
１
枚
２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

４
枚
組
で
、
隅
田
川
花
火
や
三
社
祭
な

ど
、
四
季
折
々
の
界
隈
の
モ
チ
ー
フ
が

左
か
ら
右
へ
と
物
語
と
し
て
楽
し
く
流

れ
る
。

　

時
に
は
、
自
身
の
作
品
に
も
悪
戯
を

す
る
。『
狐
の
嫁
入
り
』
を
描
い
た
浴

衣
だ
が
、
注
文
主
を
よ
く
知
る
小
倉
さ

ん
は
狐
柄
の
部
分
を
狸
に
化
け
さ
せ
た
。

力
士
も
特
別
に
登
場
さ
せ
た
。
こ
の
よ

う
な
遊
び
心
が
フ
ァ
ン
に
は
た
ま
ら
な

い
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
自
分
で
は
、
作
品
を
完
成
さ
せ
た
ら

そ
れ
で
満
足
な
ん
で
す
。
そ
の
後
は
、

そ
れ
を
手
に
し
て
く
れ
た
人
に
自
由
に

遊
ん
で
も
ら
え
た
ら
い
い
。
手
ぬ
ぐ
い

を
帯
に
仕
立
て
、
着
物
と
併
せ
て
楽
し

ん
で
く
れ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
そ
う

や
っ
て
、
手
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
作
品

が
新
た
な
輝
き
を
放
っ
て
く
れ
た
ら
と

て
も
嬉
し
い
。」

　

生
き
生
き
と
語
る
彼
女
の
魅
力
に
引

き
寄
せ
ら
れ
た
時
間
で
あ
っ
た
。
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人
気
の
江
戸
型
染
作
家 

小
倉 

充
子
さ
ん

同
窓
生
訪
問
（4）

「
今
、
わ
た
し
は
」

（
38
─
４
）

Ｈ
Ｐ　

小
倉
染
色
図
案
工
房
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江
戸
型
染
に
魅
せ
ら
れ
て
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筆者中央

今
回
は
卒
業
回
数
が
第
六
末
尾
７
、

三
田
末
尾
６
の
方
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

キ
ラ
キ
ラ
し
た
青
春
の
想
い
出

飛
鳥
、
奈
良
時
代
に
魅
せ
ら
れ
て

　

も
う
、40
年
以
上
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
思
う
と
、三
田
高
１
（
～
２
）
年
の
頃
は
、

思
春
期
に
入
り
大
学
受
験
準
備
が
ス
タ
ー
ト

す
る
前
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
校
舎
屋
上
の

時
計
台
・
お
セ
ン
チ
山
入
り
口
の
階
段
脇
の

弓
道
場
・
ワ
ッ
ク
ス
の
匂
い
が
す
る
教
室
・

売
店
・
体
育
館
下
の
ピ
ロ
テ
ィ
他
当
時
の
い

ろ
い
ろ
な
場
所
の
記
憶
と
共
に
、
キ
ラ
キ
ラ

し
た
青
春
の
出
来
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

三
田
高
・
大
学
卒
業
後
、
電
機
メ
ー
カ
ー

に
就
職
し
、
結
婚
後
４
人
の
子
ど
も
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。５
年
前
に
妻
は
天
国
に
行
き
、

昨
年
会
社
を
早
期
退
職
。
現
在
別
の
会
社
に

勤
め
て
い
ま
す
。
妻
か
ら
託
さ
れ
た
子
ど
も

の
巣
立
ち
の
準
備
や
、親
の
介
護
を
し
つ
つ
、

私
の
人
生
の
残
り
の
楽
章
を
、
私
な
り
に
奏

で
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
丈
夫
！
共

に
素
敵
な
想
い
出
を
共
有
し
、
現
在
そ
れ
ぞ

れ
の
所
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
友
が
い
ま
す
か

ら
。

　

私
が
飛
鳥
（
村
名
は
明
日
香
）
奈
良
時
代

に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

一
昨
年
か
ら
聴
講
し
て
い
る
万
葉
集
の
講
座

と
、
長
年
の
念
願
で
習
い
始
め
た
謡
で
す
。

こ
の
時
代
に
関
る
人
物
、
土
地
の
名
前
が
出

て
き
て
好
奇
心
を
掻
き
立
て
ら
れ
歴
史
書
を

読
み
漁
り
、
昨
年
は
明
日
香
、
奈
良
を
二
度

訪
れ
ま
し
た
。

　

明
日
香
村
は
、
こ
の
小
さ
な
山
に
囲
ま
れ

た
平
野
で
ど
う
し
て
日
本
と
い
う
国
が
出
来

上
る
芽
が
育
っ
た
の
か
、
そ
の
不
思
議
に
引

か
れ
ま
す
。
ま
た
は
た
し
て
石
舞
台
は
蘇
我

馬
子
の
墓
な
の
か
、
酒
船
石
、
亀
形
石
造
物

は
何
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
使
わ
れ

た
の
か
等
々
、
解
明
出
来
て
い
な
い
ナ
ゾ
が

多
い
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

明
日
香
村
一
帯
は
歴
史
の
宝
庫
。
学
生
時

代
に
は
歴
史
に
ま
っ
た
く
興
味
が
沸
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
一
度
心
に
燃
え
た
火
は
当
分

消
え
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

山
口
　
光
男

26
─
７

今
、
在
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
ゝ

九
匹
の
犬
と
私

　

突
然
の
原
稿
依
頼
を
頂
き
、
恐
縮
し
て
い

ま
す
。
金
沢
の
県
立
高
女
か
ら
編
入
試
験
を

受
け
、
第
六
に
は
二
年
弱
の
在
籍
で
し
た
。

当
時
、
地
方
と
の
学
力
の
差
は
大
き
く
、
目

を
白
黒
さ
せ
乍
ら
、時
代
は
戦
争
の
真
只
中
、

明
電
舎
へ
の
勤
労
奉
仕
、
不
謹
慎
乍
ら
懐
か

し
い
想
い
出
で
す
。
温
水
プ
ー
ル
に
驚
き
、

家
庭
科
の
先
生
が
、お
醤
油
の
事
を
〝
お
紫
〟

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
び
っ
く
り
、
驚
く
こ
と
ば

か
り
で
し
た
が
、
私
も
米
寿
を
迎
え
る
年
齢

に
な
り
ま
し
た
。
課
外
授
業
に
、
な
ぜ
か
茶

道
を
選
び
、
当
時
の
先
生
が
表
千
家
流
で
、

私
の
故
郷
は
長
岡
で
山
本
五
十
六
元
帥
の

出
身
地
で
す
と
誇
ら
し
げ
に
云
わ
れ
ま
し
た

事
、
忘
れ
ま
せ
ん
。
此
の
第
六
時
代
が
、
今

在
る
私
の
原
点
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
よ

き
師
に
出
会
い
、
自
宅
で
の
稽
古
、
師
の
元

へ
の
稽
古
と
続
け
て
い
ま
す
。
夫
を
見
送
っ

て
、三
十
年
、在
京
の
子
、孫
と
交
流
し
つ
ゝ
、

静
か
に
感
謝
の
日
々
を
、
過
し
て
い
ま
す
。

　

三
児
を
育
て
な
が
ら
、
國
家
公
務
員
と
し

て
東
京
・
札
幌
他
三
庁
に
勤
務
。
定
年
退
職

後
は
調
停
委
員
を
十
余
年
勤
め
た
。

　

退
職
後
子
供
達
も
自
立
し
、
余
暇
の
出
来

た
私
は
、
友
人
の
紹
介
で
ス
エ
ー
デ
ン
の
犬

舎
か
ら
フ
ラ
ッ
ト
コ
ー
テ
ッ
ド
・
レ
ト
リ

バ
ー
の
雄
を
手
に
入
れ
た
。
始
め
両
手
の
平

に
乗
っ
た
生
後
三
ヶ
月
の
こ
の
犬
は
、
あ
っ

と
云
う
間
に
体
長
一
米
余
に
成
長
。
人
な
つ

こ
く
甘
え
ん
坊
で
、
こ
の
子
が
い
る
だ
け
で

心
が
満
た
さ
れ
た
。
一
頭
で
は
淋
し
か
ろ
う

と
、
同
じ
犬
舎
か
ら
雌
犬
を
購
め
た
。
コ
ピ

ア
と
い
う
こ
の
雌
犬
が
二
回
の
出
産
で
十
三

頭
の
子
犬
を
生
ん
だ
。
家
の
中
で
飼
う
大
型

犬
の
為
、
引
取
っ
て
く
れ
る
人
も
少
な
く
、

九
頭
が
残
り
、
こ
の
養
育
が
私
の
生
活
の
殆

ど
と
な
っ
た
。
頭
が
よ
く
、
病
院
で
「
中
原

リ
リ
ー
ち
ゃ
ん
お
入
り
下
さ
い
。」
と
云
わ

れ
る
と
、さ
っ
と
立
上
っ
て
リ
ー
ド
を
銜
え
、

診
察
室
に
向
う
。
個
性
も
豊
か
な
犬
達
で
あ

る
。

鴻
野
　
孝
子
（
寺
本
）

17
─
ア

中
原
　
睦
美
（
田
中
）

６
─
５

村
野
由
加
子
（
堀
内
）

16
─
２

私
の
近
況
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大
門
　
香
織
（
片
岡
）
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奥様とタイ旅行にて

大
学
も
楽
し
い
よ

学
生
生
活
を
終
え
て

　

窓
か
ら
東
京
タ
ワ
ー
が
見
ら
れ
な
い
の
は

寂
し
い
け
れ
ど
、
今
は
大
学
生
活
を
満
喫
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
今
年
、
大
学
入
学
早
々
山
岳
部
に
入

り
、
頻
繁
に
山
に
登
る
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
わ
が
一
橋
山
岳
部
は
九
十
年
以
上
の
歴

史
を
持
ち
な
が
ら
、
数
年
前
ま
で
は
部
員
が

い
な
い
と
い
う
危
機
的
状
況
だ
っ
た
ら
し
い

で
す
。
そ
れ
を
Ｏ
Ｂ
と
先
輩
方
が
地
道
に
復

活
さ
せ
、
そ
こ
に
私
が
一
年
生
と
し
て
入
部

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
の
で
部
は
い
き

い
き
と
し
た
雰
囲
気
で
と
て
も
楽
し
い
の
で

す
。
三
田
高
と
は
今
で
も
少
し
だ
け
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
私
は
ワ
ン
ゲ
ル
の
部
長
だ
っ
た

の
で
す
が
今
で
は
山
行
の
た
び
に
Ｏ
Ｂ
と
し

て
参
加
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
登
山
だ
け

で
は
な
く
大
学
で
は
サ
ー
ク
ル
に
も
入
り
社

会
問
題
に
つ
い
て
東
大
生
と
一
緒
に
勉
強
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
両
立
す
る
こ
と
に
苦

心
し
て
い
る
の
で
す
が
文
武
両
道
で
と
て
も

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
十
四
年
の
春
、
社
会
人
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
二
十
八
歳
に
な
り
、
大
阪
の
製
薬

会
社
で
新
薬
の
製
剤
研
究
（
治
験
薬
や
医
薬

品
の
製
造
の
設
計
）
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
高
校
二
年
生
か
ら
お
付
き

合
い
を
し
て
い
る
同
級
生
と
入
籍
し
ま
し

た
。
高
校
の
教
室
で
一
つ
後
ろ
の
席
に
座
っ

て
い
た
女
性
と
一
緒
に
生
活
す
る
の
は
不
思

議
な
感
覚
で
す
。

　

大
学
か
ら
院
の
博
士
課
程
ま
で
研
究
に
没

頭
し
、
英
語
で
論
文
を
六
報
書
き
ま
し
た
。

研
究
を
通
じ
て
日
本
や
世
界
の
各
地
に
行

き
、
様
々
な
人
と
交
流
で
き
幸
せ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
高
校
時
代
、
所
属
し
て
い
た
水
泳

部
の
先
輩
に「
部
活
動
こ
そ
本
当
の
勉
強
だ
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
と
て
も
共
感
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
意
見
や
助
言
を
参
考
に

し
な
が
ら
根
気
よ
く
練
習
し
続
け
る
こ
と
で

自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
で
き
た
よ
う
に
、
研
究

に
お
い
て
も
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
、
実

験
を
繰
り
返
し
行
な
っ
た
か
ら
良
い
成
果
を

出
せ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人

と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
医
薬
品

研
究
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

林
　
祥
弘

56
─
７

鈴
木
　
陽
介

66
─
１

専
業
“
育
児
”
主
婦
と
し
て

　

昨
年
末
に
同
級
生
有
志
の
方
々
か
ら
同
窓

会
の
ご
案
内
を
い
た
だ
い
て
、
三
田
高
校
を

卒
業
し
て
20
年
が
経
つ
こ
と
を
知
り
、
驚
い

て
い
ま
す
。

		

私
は
現
在
、
専
業
主
婦
と
し
て
主
人
と
姑

と
二
人
の
子
ど
も
と
で
賑
や
か
な
毎
日
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
の
父
母
の
会
や
小

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お
手
伝
い
に
加
え
て
、
子

ど
も
た
ち
が
通
う
地
元
の
小
さ
な
児
童
合
唱

団
の
衣
装
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
高
校
時
代

に
作
っ
た
私
の
浴
衣
は
い
ま
だ
に
現
役
な
の

に
、
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ
衣

装
は
半
年
も
経
つ
と
ス
カ
ー
ト
丈
が
短
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
日
々
ミ
シ
ン
と
の
格

闘
で
す
。
目
下
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
に

向
け
て
「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
の
曲
に
合
わ

せ
た
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
を
先
生
方
と
考
案
中

で
す
。

　

衣
装
作
り
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
感
じ
な
が
ら
、
短
い
子
ど
も
時
代
を
一
緒

に
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
野
　
秀
明

36
─
７

世
界
一
自
由
な
社
会
主
義
国
の
人
び
と

　

昨
年
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
日
本
に
帰
国
致
し
ま

し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
は
、
米
国
・
タ
イ
に
次
ぐ

３
ケ
国
目
の
駐
在
で
し
た
が
、
と
て
も
魅
力

的
な
国
で
し
た
。
住
め
ば
都
と
は
よ
く
言
っ

た
も
の
で
す
。
す
さ
ま
じ
い
数
の
バ
イ
ク
、

そ
の
〝
バ
イ
ク
の
洪
水
〟
の
中
を
申
し
訳
な

さ
そ
う
に
走
行
す
る
車
の
景
色
は
圧
巻
で

す
。
そ
ん
な
ベ
ト
ナ
ム
で
す
が
、
住
ん
で
い

る
人
々
っ
て
何
か
〝
三
田
高
生
臭
〟
が
す
る

と
思
い
ま
す
。
真
面
目
で
非
常
に
勤
勉
、
な

の
に
社
会
主
義
国
家
体
制
の
中
、
あ
れ
だ
け

個
性
豊
か
で
自
由
闊
達
な
人
々
に
は
三
田
高

生
の
校
風
と
何
か
重
な
る
も
の
が
あ
り
、
非

常
に
親
近
感
を
覚
え
ま
す
。
日
本
の
生
活
に

も
や
っ
と
慣
れ
て
き
た
今
日
こ
の
頃
で
す

が
、
忙
殺
の
日
々
が
続
き
、
日
本
の
常
識
、

世
界
の
非
常
識
と
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
中
の
奥
底
に
い
る
忘
れ
か
け
て
い
た

ベ
ト
ナ
ム
人
魂
、
い
や
三
田
高
生
魂
を
懐
か

し
く
も
思
い
、
襟
を
正
す
思
い
で
も
あ
り
ま

す
。

北岳登山の時
一番手前で頭にタオルを

巻いているのが筆者



昭和 48 年度夏合宿
於：軽井沢青山学院大学グランド
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昔
の
偉
い
人
が
言
っ
た
。『
不
惑
の
40
歳
』

そ
う
俺
達
は
、
節
目
の
年
を
迎
え
る
。
現
実

は
迷
い
も
惑
い
も
あ
る
日
々
を
過
ご
し
て
い

る
け
ど
、
三
田
の
仲
間
と
会
う
時
は
、
気
分

は
高
校
生
だ
。
そ
ん
な
仲
間
を
中
心
に
14
名

の
幹
事
で
盛
大
な
同
期
会
を
７
月
19
日
、
新

宿
の
ヒ
ル
ト
ン
東
京
に
て
開
催
し
た
。
参

加
者
77
名
。
始

ま
り
の
一
時
間

位
は
、
22
年
ぶ

り
に
会
う
人
も

い
て
、
妙
な
緊

張
感
が
会
場
に

拡
が
り
、
不
思

議
な
感
覚
だ
っ

た
。
そ
も
そ
も

在
学
中
だ
っ
て

話
し
を
し
た
記

憶
が
な
い
、
そ

ん
な
人
達
と
も

す
ぐ
に
打
ち
と

け
る
の
は
、
他

で
は
な
い
人
間

関
係
だ
と
思

う
。
要
は
、
か
け
が
え
の
な
い
時
間
が
長
い

年
月
を
経
て
、
再
び
俺
達
に
与
え
て
く
れ
た

キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
宝
物
だ
。

　

今
回
の
再
会
で
古
く
て
、
新
し
い
仲
間
と

の
交
流
が
始
ま
り
、
ま
た
一
層
深
ま
る
こ

と
を
切
に
願
う
。「
ま
た
ね
」
と
言
っ
て
別

れ
る
時
の
顔
は
み
ん
な
あ
の
頃
と
同
じ
だ
っ

た
。

　

５
月
31
日
（
土
）
新
橋
亭
で
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

21
名
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
部

は
古
木
雅
夫
先
輩
ら
４
人
が
発
起
人
と
な

り
、
三
宅
貞
子
先
生
を
顧
問
に
迎
え
て
「
白

珠
蹴
球
団
」
と
し
て
１
９
６
８
年
度
発
足
、

同
好
会
を
経
て
１
９
７
３
年
度
、
部
に
昇
格

以
来
46
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
旧
お

セ
ン
チ
山
の
頂
上
に
あ
っ
た
超
狭
い
グ
ラ
ン

ド
で
ラ
グ
ビ
ー
部
、
タ
ッ
チ
フ
ッ
ト
部
と
調

整
し
な
が
ら
の
練
習
や
高
校
受
験
案
内
を
頼

り
に
他
校
に
試
合
を
申
し
込
む
等
々
、
初

期
の
苦
労
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
劣
悪
な

環
境
で
も
メ
ン
バ
ー
の
心
意
気
は
熱
く
、
添

付
の
写
真
に
今
回
出
席
さ
れ
た
大
半
の
方
が

写
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
サ
ッ
カ
ー
部
を
愛

す
る
心
は
不
変
だ
！
と
感
じ
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
定
期
的
に
会
を
開
く
と
と
も
に
、

サ
ッ
カ
ー
部
の
「
絆
」
を
強
く
し
て
い
き
た

い
！
と
の
共
通
の
思
い
を
胸
に
当
然
の
如
く

二
次
会
に
足
を
運
ん
だ
「
イ
レ
ブ
ン
」
で
し

た
。

45
回
同
期
会

ワ
カ
バ
の
輪

サ
ッ
カ
ー
部
黎
明
期
を
知
る
先
輩
達
と
の
同
窓
会
２
０
１
４

外
ノ
池
祐
太

45
─
１

高
橋
　
善
彦

27
─
３

24
回
生
女
子
組
会

　

４
月
７
日
、
森
本
静
子
先
生
、
足
立
浩
子

先
生
を
囲
ん
で
女
子
組
会
を
開
き
ま
し
た
。

都
立
高
の
学
校
群
制
度
３
年
目
に
入
学
し
た

私
た
ち
。ま
だ
女
子
の
数
が
多
く
、「
女
子
組
」

が
２
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　

ま
ず
３
年
女
子
組
の
方
た
ち
に
連
絡
し
、

「
女
子
で
あ
れ
ば
何
組
で
も
」
と
口
コ
ミ
で

広
げ
た
と
こ
ろ
、
参
加
者
は
50
名
超
に
。

　

女
性
が
出
に
く
い
夜
を
避
け
、
昼
下
り
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
挨
拶
も
式
次
第
も
な
し
の
三

時
間
。
久
々
の
級
友
と
会
い
、
代
わ
る
代
わ

る
先
生
の
席
に
行
き
、
会
話
と
席
移
動
で
店

内
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
溢
れ
ま
す
。
女
子
組
が

好
き
だ
っ
た
人
、
嫌
だ
っ
た
人
、
女
子
組
に

な
っ
た
こ
と
が
な
い
人
、
皆
、
表
情
は
ど
ん

ど
ん
当
時
に
戻
り
、あ
ち
こ
ち
で「
女
だ
け
っ

て
、
い
い
な
～
」
と
い
う
声
が
。

　

三
田
の
女
子
力
は
、
年
月
を
を
経
て
も
溌

剌
、
高
品
質
、
ハ
イ
パ
ワ
ー
で
す
。

榎
戸
　
洋
子
（
野
中
）

24
─
２

　

去
る
五
月
十
八
日
、
ワ
カ
バ
会
か
ら
、
わ

れ
ら
三
田
六
回
生
が
総
会
・
懇
親
会
に
ご

招
待
い
た
だ
い
た
。
卒
業
生
男
百
名
、
女

二
百
五
十
名
、
計
約
三
百
五
十
名
の
う
ち
一

割
を
超
す
四
十
名
が
参
加
し
た
。
来
年
傘
寿

（
八
十
歳
）
を
迎
え
る
わ
れ
わ
れ
に
し
て
は
、

望
外
の
好
成
績
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
ち
ょ

う
ど
十
年
前
に
卒
業
五
十
周
年
の
集
り
を
し

て
い
た
の
で
新
校
舎
も
二
回
目
、
も
ち
ろ
ん

こ
の
齢
で
も
相
手
を
見
誤
る
こ
と
も
な
く
、

今
回
も
和
気
あ
い
あ
い
と
校
庭
で
過
ご
し
た

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
催
し
は
十
年
ご
と
に

順
番
が
回
っ
て
く
る
の
で
、
次
回
の
わ
れ
わ

れ
は
八
十
八
歳
。
何
人
が
参
加
で
き
る
か
ひ

と
し
き
り
話
に
花
が
咲
い
た
。
毎
年
こ
う
し

て
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
て
私
ど
も
を
呼
ん
で

く
だ
さ
る
ワ
カ
バ
会
や
先
生
方
の
ご
好
意
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
達
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

─ 

総
会
に
参
加
し
て 

─木
村
　
敏
和

６
─
７

元 3 年 2 組（女子組）の皆様

ホームカミングご出席の 6 回生の皆様
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◆三田フィルハーモニーオーケストラ第10回ミニコンサート
日時：2015 年 1 月11日（日）
会場：高輪区民センター ホール　　入場無料
詳細は決まり次第ホームページに掲載いたします。
ご来場お待ちしております。

◆三橋りえ　BIRTHDAY　LIVE　2014
Ⅰ2014 年 11 月 8 日（土）
　お食事　6：30p.m. 〜
　演奏　１st 7：00p.m.  2nd 8：00p.m.
　会場：京王プラザホテル新宿　45 階
　スカイバー【リトルベア】
　料金：12,000 円
　（ミュージックチャージ・
　お食事・お飲物・税サ込）
Ⅱ 2014 年 11 月11日（火）
　お食事　6：15p.m. 〜
　演奏　１st 　6：45p.m. 
 　　　　2nd　7：45p.m.
　会場：京王プラザホテル多摩
　4 階宴会場【アポロ】
　料金： 11,000 円
　（ミュージックチャージ・
　お食事・お飲物・税サ込）
お問い合わせ・ご予約：Vocal  House Wish
Tel：042-391-9663/090-2169-9464
e-mail:rie-mitsuhashi@jcom.home.ne.jp
三橋りえ（内堀りえ子）（24 −1）ホームページ
　　http://music.geocities.jp/mitsuhashirie/

会 報 わ か ば 平成26（2014）年 11月１日発行第 76号（11）

　

今
年
23
回
目
と
な
る
定
期
演
奏
会
は
、
７

月
13
日
に
大
田
区
民
ホ
ー
ル
ア
プ
リ
コ
で
開

催
さ
れ
、
７
０
０
人
以
上
の
お
客
様
に
ご
来

場
い
た
だ
き
大
盛
況
で
し
た
。
今
回
当
団
初

挑
戦
と
な
っ
た

シ
ベ
リ
ウ
ス
の

交
響
曲
第
２
番

は
、
難
曲
で
苦
労

し
ま
し
た
が
、
演

奏
し
終
え
た
後
、

会
場
は
「
Ｂ
ｒ
ａ

ｖ
ｏ
！
」
と
い
う

喝
采
と
共
に
、
感

動
と
喜
び
に
包

ま
れ
、
奏
者
も
聴

衆
も
一
体
感
を

味
わ
う
こ
と
が

で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
と
し
て
、
幸
い

全
23
回
出
演
す
る
こ
と
が
で
き
、
団
員
の
入

れ
替
わ
り
、
団
の
規
模
拡
大
等
様
々
な
変

化
も
見
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
に
と
っ

て
変
わ
ら
な
い
の
は
、
音
楽
を
愛
す
る
仲
間

と
と
共
に
奏
で
る
喜
び
、
そ
れ
を
三
田
フ
ィ

ル
で
続
け
て
ゆ
き
た
い
と
い
う
思
い
、
サ

ポ
ー
ト
し
、
応
援
し
て
下
さ
る
方
々
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
で
す
。
来
年
１
月
に
は
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
も
開
催
予
定
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み

に
！ 第

23
回
定
期
演
奏
会
に
出
演
し
て

三
田
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

松
尾
　
裕
子

43
─
１

◆初夢チャリティーコンサート
このコンサートは天災被害者の方の一日も早い復興を
祈り、立ち上げました。
歌の言葉がオーケストラの響きと重なって、あなたの
心を揺さぶります。新年早々にウィーンの調べにウット
リ。カルメンの情熱 !!　いちむじんの大河ドラマの世
界にご案内したいと思います。
日時：2015 年 1 月 4 日（日）12:30 開場 /13:30 開演
会場：大田区民ホールアプリコ

（JR 蒲田駅東口徒歩３分）
演奏：東京ユニバーサルフィルハーモニー管弦楽団
指揮：松岡　究
ゲスト：いちむじん・オぺラ歌手 4 名
地域友好出演：東京高校吹奏楽部
チケット SS 席 5,000 円（ペア席 9,000 円）
  S 席   4,000 円
  A席   3,000 円（自由席：前売り2,500 円）
申込先　初夢実行委員　田中節子（宗近）（10 − 5）
　　　　　　　TEL ＆ FAX　03 −3761− 0980

　

初
夢
コ
ン
サ
ー
ト
を
立
上
げ
る
因
は
、
三

宅
島
の
大
噴
火
災
害
に
会
わ
れ
た
方
に
何
と

か
お
役
に
立
て
な
い
か
と
ユ
ニ
フ
ィ
ル
の
河

村
さ
ん
を
訪
ね
て
趣
旨
を
話
す
と
全
面
的
に

応
援
し
て
下
さ
る
と
!!　

次
に
大
田
区
長
に

相
談
に
行
き
大
賛
成
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
が
大
変
で
す
。
42
年
ぶ
り
に
同

窓
会
名
簿
を
開
き
33
年
卒
業
の
一
人
一
人
に

お
手
紙
を
出
し
ま
し
た
。
参
加
し
て
下
さ
る

と
の
ご
返
事
を
頂
い
た
時
は
ど
ん
な
に
嬉
し

か
っ
た
で
し
ょ
う
!!　

そ
こ
か
ら
少
し
づ
つ

広
が
っ
て
先
生
も
参
加
し
て
下
さ
い
ま
す
。

何
年
か
前
か
ら
梅
の
花
で
食
事
を
し
て
コ
ン

サ
ー
ト
に
と
い
う
パ
タ
ー
ン
に
な
り
ま
し

た
。

　

来
年
で
15
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
一

月
四
日
（
日
）「
ウ
ィ
ー
ン
の
調
と
カ
ル
メ

ン
物
語
」
い
ち
む
じ
ん
を
迎
え
て
「
大
河

ド
ラ
マ
の
テ
ー
マ
曲
」
を
演
奏
し
ま
す
。
実

行
委
員
全
員
ボ
ラ
ン
ィ
ア
で
す
。
貴
方
の
お

心
を
被
災
者
の
方
に
必
ず
お
届
け
い
た
し
ま

す
。 初

夢
コ
ン
サ
ー
ト
で
旧
交
を

田
中
　
節
子
（
宗
近
）

10
─
５

◆三田フィルハーモニーオーケストラ第24回定期演奏会
日時： 2015 年 7 月 20 日（月・祝）　昼公演
会場：大田区民ホールアプリコ（大ホール）

（JR 蒲田駅東口徒歩３分）
入場無料・全席自由（チケット不要）
※未就学児のご入場はご遠慮下さい

皆様のご来場を団員一同心からお待ちしております
＜メンバー募集中！＞高校在学時のクラブは問いません。
詳細は、http://www.mitapo.net

コンサート情 報



　
　
平
成
二
十
五
年
四
月
か
ら

平
成
二
十
六
年
三
月

第
一
回
（
25
・
４
・
25　

18
時
～
20
時
）

各
委
員
会
報
告
、
平
成
24
年
度
決
算
、

事
業
報
告
及
び
平
成
25
年
度
予
算
案

及
び
活
動
計
画
に
つ
い
て
、
平
成
25

年
度
総
会
に
つ
い
て
、
軽
井
沢
ワ
カ

バ
山
荘
売
却
に
つ
い
て
、
新
法
人
体

制
で
の
組
織
強
化
策
に
つ
い
て

第
二
回
（
25
・
６
・
19　

17
時
30
分
～
18
時
30
分
）

各
委
員
会
報
告
、
奨
学
金
応
募
者
選

考
承
認
、
理
事
重
任
の
見
直
し
に
つ

い
て

第
三
回
（
25
・
９
・
25　

18
時
～
20
時
）

各
委
員
会
報
告
、
奨
学
金
制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
会
計
委
員
長
の
交

代
（
ま
た
は
代
行
）
に
つ
い
て
、
若

菜
理
事
，
竹
内
理
事
辞
任
に
つ
い
て

第
四
回
（
25
・
11
・
21　

18
時
～
20
時
）

各
委
員
会
報
告
、
奨
学
金
選
考
規
定

に
つ
い
て
、
他

第
五
回
（
26
・
１
・
22

　

17
時
～
18
時
30
分
）

各
委
員
会
報
告
、
平
成
26
年
度
総
会

に
つ
い
て
、
奨
学
金
選
定
基
準
草
案

に
つ
い
て
、
他

第
六
回
（
26
・
３
・
26

　

18
時
～
19
時
30
分
）

各
委
員
会
報
告
、
平
成
26
年
度
予
算

及
び
活
動
計
画
に
つ
い
て
、
各
期
の

連
携
組
織
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

理
事
会
報
告

理
事
会
報
告

会 報 わ か ば平成26（2014）年 11月１日発行 第 76号（12）

総
会
報
告

総
会
報
告

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

　

平
成
26
年
度
ワ
カ
バ
会
総
会
は
、
５
月
18

日
（
日
）
12
時
よ
り
13
時
ま
で
母
校
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
。
出
席
は
、会
員
２
３
７
名
、

客
員
６
名
。

　

校
歌
斉
唱
、
三
輪
田
真
会
長
の
挨
拶
の
の

ち
、
ワ
カ
バ
会
名
誉
会
長　

笹
の
ぶ
え
三
田

高
校
校
長
か
ら
４
月
１
日
に
三
田
高
校
着
任

の
挨
拶
と
ワ
カ
バ
会
の
奨
学
金
制
度
の
御
礼

を
含
め
て
祝
辞
が
あ
っ
た
。
続
い
て
降
幡
高

志
副
校
長
か
ら
平
成
26
年
度
教
職
員
の
異
動

が
報
告
さ
れ
た
。

　

議
事
に
入
り
平
山
理
事
か
ら
平
成
25
年
度

事
業
報
告
と
決
算
報
告
が
あ
り
、
杉
本
監
事

の
監
査
報
告
の
後
、
全
会
一
致
で
承
認
可
決

さ
れ
た
。

　

更
に
平
山
理
事
よ
り
平
成
26
年
度
の
活
動

内
容
、
収
支
予
算
の
報
告
、
ま
た
在
校
生
へ

の
奨
学
金
給
付
に
つ
い
て
、
応
募
状
況
、
給

付
金
額
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、総
会
の
議
事
録
は
、ワ
カ
バ
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

総
務
委
員
会

　

ワ
カ
バ
会
総
会
が
５
月
18
日
（
日
）
に
母

校
で
行
わ
れ
、
90
代
か
ら
10
代
の
新
卒
ま

で
、
幅
広
い
世
代
の
会
員
が
多
数
参
加
し
ま

し
た
。
初
め
て
の
方
も
来
年
是
非
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

委
員
長　

鈴
木
美
智
子
（
９
─
３
）

内
堀
り
え
子
（
24
─
１
）

平
山　

孔
嗣
（
29
─
２
）

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
◆ 新刊紹介

『わたしのデモシカ川柳』
著者：木村謝楽斎（本名・敏和）（6 −7）
発行：新葉社出版　　定価：1000 円 + 税
抒情の和歌、自然の俳句にくらべて人間の森羅万象を
五七五に詠み込む川柳はとかく下風に立たされ勝ちだ
が、その偏見を少しでも是正すべく書き下ろしたのが
本書。三田時代に瀧本先生、涌井先生、大河原先生
に国語として教えていただいた事どもを注ぎ込んで書
いた。江戸中期以降確立された文芸・川柳の入門書と
して、在校生や卒業生に読んでいただければとても嬉
しい。著者は昭和二九年卒業生。

◆ 新刊紹介
『イギリス旅日記』─ば〜ばのゆかいな 50 日─
著者：小川芳子（9 − 4）　絵：大森郁子
発行：東京図書出版　発売 :リフレ出版
定価：1200 円 + 税
昨年 5 月、後期高齢者前後の 4 人のおばあさん、50
日間イギリスを旅した。
ロンドン・湖水地方・エデインバラを拠点とし B&B と
呼ばれる、日本流にいえば民宿が主な宿泊場所。ロ
ンドンでは朝食も自分達で作った。珍道中を繰り広げ
ながら楽しい時間を過ごした。忘れてしまわないため
の記録として本にした。スケッチが優しくてほんわか
と引き立ててくれている。幾つになっても旅は楽しい。
皆さんも旅にでてみませんか。

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

◆高校７回生の皆様へのお知らせ
昭和３０年卒業の第７回生は、平成２５年１０月１０日

「喜寿の会」を開催しました。多数の同期生の出席の
おかげで盛大な会合となり、前年から準備にあたって
きた幹事一同胸をなでおろしました。
来年（平成２７年）の５月中旬に開催されるワカバ会総
会では私達７回生は２度目の「ホームカミングデー」と
なります。総会後の二次会として幹事一同は「傘寿の
お祝いのお茶会」を三田高校付近で計画しています。
来年になりましたら其 ご々案内をいたしますので、ワカ
バ会総会の出欠はワカバ会へ、二次会の出欠は各ク
ラス幹事へ必ず連絡してください。
お問い合わせは各クラスの幹事または中村左都子（本
多慈子）（7−2）宛にTELまたはFAXをお願します。（03
−3481− 0823）　それでは来年のホームカミングと傘
寿の二次会で皆さんにお目にかかることを幹事一同楽
しみにしております。

◆ 新刊紹介
『句集　時計草』
著者：小菅よしえ（資枝）（永井）（1−2）
発行：文學の森
定価：2,476 円 + 税



会 報 わ か ば 平成26（2014）年 11月１日発行第 76号（13）

会
計
委
員
会

　

会
計
委
員
会
は
、
ワ
カ
バ
会
の
財
務

会
計
業
務
全
般
を
担
当
し
て
お
り
ま

す
。
維
持
会
費
納
入
に
際
し
ま
し
て
は

格
別
の
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

入
会
金
、
維
持
会
費
は
、
駐
車
場
収

入
と
共
に
経
営
の
柱
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
手
堅
い
運
用
方
法
し
か
認
め
ら
れ

て
い
な
い
本
会
で
は
会
員
の
皆
様
の
拠

出
に
よ
る
継
続
的
な
ご
協
力
が
不
可
欠

で
ご
ざ
い
ま
す
。
移
行
後
も
会
員
の
た
め

の
従
来
事
業
に
加
え
公
益
事
業
支
出
も

予
算
執
行
を
着
実
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ワ
カ
バ
会
発
足
以
来
の
「
卒
業
生
は

母
校
と
と
も
に
発
展
す
る
」
を
実
現
で

き
る
会
務
を
遂
行
す
る
た
め
一
層
の
ご

協
力
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

委
員
長　

平
山　

孔
嗣
（
29
─
２
）

茨
木　

万
理
（
19
─
エ
）

片
山　

優
子
（
19
─
２
）

上
田
み
つ
子
（
28
─
５
）

事
業
運
営
委
員
会

　

軽
井
沢
山
荘
売
却
後
は
、
月
極
契
約

駐
車
場
（
大
田
区
鵜
の
木
）
が
ワ
カ
バ

会
唯
一
の
収
益
事
業
で
、
駐
車
料
収
入

は
皆
様
か
ら
の
維
持
会
費
と
共
に
貴
重

な
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
28
台
駐
車
可
能
で
す
が
、
日
体
大

カ
ヌ
ー
収
納
庫
も
含
め
て
現
在
22
台
が

契
約
済
で
す
。

委
員
長　

山
口
謙
一
郎
（
８
─
１
）

西
上
原
節
子
（
24
─
５
）

Ｉ
Ｔ
委
員
会　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
（
パ
ソ
コ
ン
委
員
会
よ
り
改
称
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
一
般
社
団
法
人
ワ

カ
バ
会
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま

し
た
。
情
報
告
知
、
交
換
の
場
と
し
て

使
い
勝
手
が
良
く
な
る
よ
う
な
メ
デ
ィ

ア
活
用
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
切
な
個
人
情
報
管
理
に
も

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
こ
れ
か
ら
も

や
っ
て
い
き
ま
す
。

委
員
長　

平
山　

孔
嗣
（
29
─
２
）

田
中　
　

浩
（
32
─
５
）

企
画
委
員
会

　

企
画
委
員
会
で
は
、
毎
年
ワ
カ
バ
会

員
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て
一
人
で
も

気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
な
行

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
多

様
な
行
事
を
揃
え
ま
し
た
。

①
第
21
回
健
康
麻
雀
大
会

（
４
月
23
日
実
施
）

②
第
10
回
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

（
６
月
15
日
実
施
）

③
第
11
回
同
窓
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー
白
珠
祭

　

出
展

（
９
月
13
・
14
日
実
施
）

④
第
９
回
お
祭
り
と
の
ふ
れ
あ
い

（
催
行
人
数
に
達
し
な
か
っ
た

た
め
中
止
）

⑤
第
31
回
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

（
10
月
９
日
実
施
）

　

国
際
理
解
教
育
の
長
い
伝
統
が
あ
る
本
校
に
は
、
毎

年
様
々
な
国
の
高
校
生
や
先
生
が
お
見
え
に
な
り
ま

す
。
今
年
は
５
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
、
７
月
に
ア
メ
リ
カ

の
高
校
生
が
来
校
し
ま
し
た
。
と
く
に
マ
レ
ー
シ
ア
か

ら
は
、
本
校
が
２
年
生
の
修
学
旅
行
で
昨
年
に
引
き
続

き
訪
問
す
る
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
工
業
高
校
の
生
徒

で
、
弓
道
、
剣
道
、
茶
道
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
部
活

動
を
体
験
し
た
り
、
昨
年
に
実
際
に
訪
問
し
た
３
年
生

の
生
徒
が
中
心
に
な
っ
て
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
後
半
に
は
韓
国
、
10
月
に
は
中
国
の
高
校
生
の

来
校
で
す
。
韓
国
か
ら
の
訪
問
は
、
一
昨
年
に
本
校
の

２
年
生
が
海
外
修
学
旅
行
で
訪
問
し
た
、
忠
南
外
国
語

高
校
の
、
日
本
語
科
の
生
徒
で
す
。
忠
南
外
国
語
高
校

と
は
平
成
22
年
か
ら
ｅ
メ
ー
ル
交
流
が
始
ま
り
、
23
年

に
は
校
長
先
生
が
来
日
さ
れ
て
交
流
校
の
協
定
を
結
び

ま
し
た
。
本
校
が
訪
問
し
た
後
、
修
学
旅
行
で
来
日
し

た
い
と
強
く
希
望
を
頂
い
て
い
ま
し
た
が
、
船
舶
事
故

の
影
響
な
ど
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
、
２
年
越
し
で

生
徒
の
来
日
が
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
訪
問
に
先

立
ち
、
９
月
に
入
っ
て
早
々
に
、
校
長
先
生
に
も
ご
来

校
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
交
流
行
事
の
際
に
は
、
交
流
行
事
を
進

め
た
り
時
に
は
英
語
で
司
会
を
し
た
り
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
国
際
理
解
委
員
会
の
生
徒
が
活
躍
し
ま
す
。

ま
た
、
交
流
の
際
に
は
、
韓
国
語
や
中
国
語
な
ど
の
で

き
る
生
徒
が
ご
案
内
や
通
訳
を
務
め
た
り
し
ま
す
。

　

積
極
的
な
海
外
の
生
徒
と
の
交
流
や
、
そ
の
際
の
生

徒
の
活
躍
ぶ
り
は
、
本
校
が
築
き
上
げ
て
き
た
大
切
な

伝
統
と
、
し
み
じ
み
感
じ
て
い
ま
す
。

副
校
長
　
降
幡
　
高
志

学
校
だ
よ
り

生
徒
の
国
際
交
流

広
報
委
員
会

　

会
報
わ
か
ば
第
75
・
76
号
の
発
行
を

行
い
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
会
で
は
、
会
員
の
み
な

さ
ま
か
ら
の
同
窓
会
・
同
期
会
等
の

ニ
ュ
ー
ス
、
告
知
等
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

委
員
長　

田
中　
　

浩
（
32
─
５
）

田
村　

和
子
（
10
─
５
）

津
田　

一
哉
（
32
─
８
）

委
員
長　

中
村
左
都
子
（
７
─
２
）

桐
生　

郁
子
（
４
─
１
）

宇
野　

修
平
（
８
─
２
）

⑥
第
２
回
東
京
国
立
近
代
美
術
館　

タ
ッ
チ
＆
ト
ー
ク　

～
工
芸
館
ガ
イ

ド
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ

ム
～　
　
　
（
11
月
12
日
実
施
予
定
）

⑦
第
１
回　

新
春
浅
草
歌
舞
伎
観
劇
会

（
27
年
１
月
16
日
実
施
予
定
）

⑧
第
３
回　

ワ
カ
バ
会
湘
南
散
歩

「
湘
南
国
際
村
と
葉
山
界
隈
を
訪
ね
て
」

（
27
年
３
月
26
日
実
施
予
定
）

⑨
第
１
回　

ワ
カ
バ
会
筑
波
宇
宙
セ
ン

タ
ー
見
学
会

（
27
年
３
月
27
日
実
施
予
定
）

　

来
年
度
も
楽
し
い
企
画
が
目
白
押
し

で
す
。
ど
う
か
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。



駐車場事業費を総額表示とした　/　基本財産を公益目的支出準備金とした

会 報 わ か ば平成26（2014）年 11月１日発行 第 76号（14）

平成 25 年度決算・平成 26 年度予算
自平成 25 年 4 月 1 日〜至平成 26 年 3 月 31 日 平成 26 年 3 月 31 日

科　　　　　　目 平成 25 年度予算額 平成 25 年度決算額 平成 26 年度予算額
収入の部
1. 財産運用収入

財 産 利 息 収 入 3 0 , 0 0 0 2 5 , 0 3 1 2 5 , 0 0 0
2. 会費・入会金収入

入 会 金 収 入 1 , 5 6 5 , 0 0 0 1 , 5 6 5 , 0 0 0 1 , 3 1 5 , 0 0 0
維 持 会 費 収 入 8 , 2 0 0 , 0 0 0 8 , 1 3 1 , 7 9 0 8 , 0 0 0 , 0 0 0

3. 事業収入 　
総 会 会 費 収 入 3 0 0 , 0 0 0 3 7 6 , 0 0 0 3 8 0 , 0 0 0
商 品 売 上 収 入 1 0 0 , 0 0 0 1 , 2 5 5 , 7 0 0 8 0 0 , 0 0 0
駐 車 場 事 業 収 入 2 , 5 0 0 , 0 0 0 5 , 4 1 2 , 3 5 7 5 , 4 0 0 , 0 0 0

4. 寄付金収入
寄 付 金 収 入 1 0 0 , 0 0 0 5 3 6 , 2 6 2 3 0 0 , 0 0 0

5. 雑収入
雑   収   入 2 0 , 0 0 0 4 1 , 7 2 0 2 0 , 0 0 0

6. 財産売却等収入
山 荘 売 却 収 入 1 0 , 0 0 0 , 0 0 0 1 0 , 0 0 0 , 0 0 0 0

7. 繰入金収入
公益目的準備預金取崩繰入 0 0 1 , 8 0 0 , 0 0 0
記 念 事 業 繰 入 金 収 入 0 1 6 4 , 0 6 0 0
基 本 財 産 振 替 収 入 0 9 3 , 0 0 0 , 0 0 0 0
当期収入合計　　　　　（A） 2 2 , 8 1 5 , 0 0 0 1 2 0 , 5 0 7 , 9 2 0 1 8 , 0 4 0 , 0 0 0
前期繰越収支差額 2 , 2 2 4 , 3 2 1 2 , 2 2 4 , 3 2 1 1 0 , 9 5 1 , 5 8 8
収入合計　　  　　　　 （B） 2 5 , 0 3 9 , 3 2 1 1 2 2 , 7 3 2 , 2 4 1 2 8 , 9 9 1 , 5 8 8

支出の部
1. 事業費

総 会 費 1 , 7 0 0 , 0 0 0 1 , 2 2 5 , 2 4 7 1 , 3 0 0 , 0 0 0
会 報 発 行 費 4 , 7 0 0 , 0 0 0 4 , 8 6 8 , 6 4 0 5 , 0 0 0 , 0 0 0
山 荘 維 持 費 4 0 0 , 0 0 0 3 0 1 , 9 7 4 0
行 事 費 2 4 0 , 0 0 0 1 8 8 , 8 8 6 2 0 0 , 0 0 0
周 年 記 念 事 業 費 5 0 0 , 0 0 0 5 0 0 , 0 0 0 0
新 制 度 移 行 準 備 費 1 0 0 , 0 0 0 3 4 , 5 9 9 0
商 品 企 画 費 1 0 0 , 0 0 0 2 , 0 1 8 , 4 3 0 1 0 0 , 0 0 0
奨 学 金 支 出 6 0 0 , 0 0 0 8 4 0 , 0 0 0 9 6 0 , 0 0 0
駐 車 場 直 接 事 業 費 0 3 , 0 1 5 , 0 6 7 3 , 2 0 0 , 0 0 0

2. 管理費
給 与 手 当 3 , 6 0 0 , 0 0 0 4 , 1 1 1 , 2 5 6 4 , 0 0 0 , 0 0 0
旅 費 交 通 費 1 3 0 , 0 0 0 1 1 4 , 1 8 0 1 3 0 , 0 0 0
通 勤 費 5 0 0 , 0 0 0 5 6 2 , 4 2 0 5 3 0 , 0 0 0
消 耗 品 費 1 0 0 , 0 0 0 2 5 6 , 7 6 2 2 0 0 , 0 0 0
通 信 運 搬 費 2 1 0 , 0 0 0 1 7 2 , 7 0 1 1 8 0 , 0 0 0
印 刷 製 本 費 2 2 0 , 0 0 0 2 3 4 , 8 8 5 2 2 0 , 0 0 0
会 費 徴 収 費 4 6 0 , 0 0 0 4 2 9 , 2 8 0 4 5 0 , 0 0 0
情 報 管 理 費 9 0 0 , 0 0 0 5 2 5 , 0 3 4 5 5 0 , 0 0 0
会 議 費 3 0 0 , 0 0 0 4 4 2 , 6 2 8 4 5 0 , 0 0 0
光 熱 費 1 2 0 , 0 0 0 8 1 , 8 7 0 8 0 , 0 0 0
公 租 公 課 0 1 1 , 3 0 0 0
雑 費 1 0 0 , 0 0 0 1 6 3 , 2 3 9 1 5 0 , 0 0 0

3. 固定資産取得支出
什 器 備 品 費 1 0 0 , 0 0 0 7 4 , 6 0 5 1 0 0 , 0 0 0

4. 固定資産売却費用
山 荘 売 却 費 用 5 0 0 , 0 0 0 5 9 4 , 6 5 0 0

5. 目的預金積立支出
記 念 事 業 積 立 金 繰 入 5 , 0 0 0 , 0 0 0 1 0 , 0 0 0 , 0 0 0 0
公益目的支出準備預金繰入 0 8 0 , 5 9 0 , 0 0 0 0

6. 預り保証金増減
預 り 保 証 金 増 減 額 0 4 2 3 , 0 0 0 0

7. 予備費支出
予 備 費 2 0 0 , 0 0 0 0 2 0 0 , 0 0 0
当期支出合計 　　　　　  （C） 2 0 , 7 8 0 , 0 0 0 1 1 1 , 7 8 0 , 6 5 3 1 8 , 0 0 0 , 0 0 0
当期収支差額　　　（A）−（C） 2 , 0 3 5 , 0 0 0 8 , 7 2 7 , 2 6 7 4 0 , 0 0 0
当期繰越収支差額　（B）−（C） 4 , 2 5 9 , 3 2 1 1 0 , 9 5 1 , 5 8 8 1 0 , 9 9 1 , 5 8 8

（単位：円）



追 悼 謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
（敬称略）

卒業回・組 逝去年月

寳珠山　忠久
西村　京子
坂本　俊
熊谷　きん
渡　克子
山田　啓子
江藤　歳子
仁井田　久美子
松田　芳子
服部　和子
今野　キヨ
田村　喜美子
菊地　稲子
寺内　敏子
石井　孝子
山名　茂登
古屋　康子
山内　富子
蜂谷　政代
上野　靜子
岩井　秀子
浜野　みどり
尾上　富美
大峡　三枝
渡辺　田鶴子
今井　恭子
植松　晴子
山之内 恵美子
中島　季子
大庭　伎美子
中川　君子
植木　久

（坂井）
（永田）
（今泉）
（花島）
（大野）
（稲生）
（丸山）
（水野）
（重本）
（渡辺）
（末松）
（今野）
（田神）
（大内）

（毛利）

（添川）
（上野）

（安田）
（川上）
（上原）
（関山）
（杉）
（秋山）
（深見美子）
（前田）
（平野貴美子）
（清水）
（原田）

旧職員　

旧職員　

〈第六〉３−Ａ

３−Ｃ

５−ウ

５−オ

６−ア

７−ウ

８−エ

９−ア

９−ウ

10 −エ

11 −ア

11 −イ

11 −ウ

12 −ア

12 −ア

12 −ウ

12 −オ

12 −オ

13 −イ

13 −イ

13 −エ

13 −エ

13 −エ

13 −エ

13 −オ

14 −ア

14 −ウ

14 −エ

14 −エ

15 −イ

平成25.11

25. 7

24. 1

26. 2

25.11

26. 4

26. 7

23.11

26. 6

25.10

24. 8

23. 2

26. 4

26. 3

23.　

25. 8

25. 2

26. 5

26. 3

26. 4

26. 1

24. 5

13. 2

21.11

24. 7

26. 4

26. 4

26. 5

26. 4

25. 8

24. 4

25. 8

上坂　敏子
錦織　加保子
林　和子
竹村　ひさ子
黒須　道子
横西　澪子
吉田　和子
徳永　都子
菊地　恒
深沢　澄子
佐藤　智子
佐藤　房代
渡辺　玲子
甘利　幹子
竹内　和世
田中　豊子
青山　陽子
前田　一恵
粕谷　晴江
小野　正子
菊地　香彌
甲斐　一平
勝本　澄枝
松尾　和子
渡辺　美千子
小田中　信也
藤本　洋子
白井　優子
堀田　政裕
落合　康浩
大江　裕子
桑名　伽耶子

（藤原）
（荒川）
（小野）
（久保久子）
（依田）
（小森）
（山田）

（柳川）

（杉山）
（岡野）
（山本）
（松本）
（兼子年永）
（増山）
（朝木）
（浅海）
（小林）

（江島）
（今井）
（浅香）

（今野）

（松下）

15 −ウ

16 −ア

16 −ウ

18 −イ

19 −ア

19 −イ

19 −ウ

19 −エ

21 −イ

22 −ア

22 −オ

22 −オ

〈三田〉２−１

３−４

５−４

５−６

７−６

９−１

９−６

10 −２

10 −５

11 −３

11 −６

12 −２

16 −２

17 −３

19 −３

20 −１

26 −２

32 −８

33 −１

64 −６

26. 3

26. 7

26. 8

25.11

26. 2

25. 5

26. 2

26. 1

26. 4

26. 3

16. 2

15.10

26. 4

26. 3

26. 7

25.12

20. 2

25. 4

25.11

26. 3

17.　

25. 8

26. 1

26. 2

26. 2

24. 9

21. 5

25.11

26. 9

25. 4

25. 6

25. 9

卒業回・組 逝去年月

会 報 わ か ば 平成26（2014）年 11月１日発行第 76号（15）

皆様のご協力により多くの方の消息が判明
いたしました。誠にありがとうございました。
また、ご逝去の情報も多数いただきました。
ただ、会報の逝去者一覧への掲載には「ご
家族からご連絡があった場合」もしくは「逝
去年月日が明確な場合」等決まりがござい
ますので、それに該当しない場合は下記一
覧へのお名前の掲載は控えさせていただき
ました。ご了承くださいますようお願い申し
上げます。

不明者判明に
ご協力ありがとうござました

詐欺や勧誘にご注意 !!
卒業生から、「母さん助けて詐欺」や同窓生
を語っての金融商品等の勧誘の電話がかかっ
てくるという報告がされています。皆様、くれ
ぐれもご注意ください。
ワカバ会では名簿の管理は大変厳重にしてお
りますが、これからも引き続き名簿が流出する
ことのないように管理してまいります。

訂正とお詫び

わかば 75 号の平成 25 年度「維持会費納入者リスト」
において次の方のお名前が抜けてしまう不手際がござ
いました。ここに深くお詫び申し上げます。改めてお名
前を掲載させていただきます。（敬称略）
　澁谷　俊昌（17−3）
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編 集 後 記

御 寄 付 御 礼
♣第六 5 −オ　山田（大野）啓子様ご遺族様より
 　50,000 円
♣第六 18 −イ　竹村ひさ子（久保久子）様
　　　　　　　　　　ご遺族様より 　20,000 円
♣三田 8 − 6　玉井（村上）周子様より 　10,000 円
♣三田 10 回　2 − 2 の会の皆様より 　7,000 円
♣三田 32 − 8　落合康浩様ご遺族様より 　22,000 円
♣匿名希望の方より 2,000 円
──以上のご寄付をいただきました。会の運営のために
使わせていただきます。ありがとうございました。

事 務 局 だ よ り

◆事務局では、皆様のプライバシーを守るため、名
簿の申し込みや問い合わせに対しては、慎重に対応
しております。
クラス会や同期会開催時には幹事の方へ有料で名簿・
宛名ラベルを提供しております。ご利用の際は申込書に
てお申し込みください。申込書は事務局でご用意してお
りますが、ホームページよりダウンロードしてもお使いい
ただけます。
◆ Facebook・Twitter のアカウントをお持ちの方は
ワカバ会にも「いいね！」「フォロー」をお願いします。

◆ワカバ会のホームページをリニューアルしまし
た！皆様に情報を発信してまいりますのでアクセス
してください。告知などご希望の方はワカバ会事務
局までご連絡ください。

ワカバ会駐車場
ワカバ会は、大田区鵜の木の所有地に 28 台駐車可能
な月極駐車場を経営しています。
駐車料収入は皆様からの維持会費同様、ワカバ会の貴
重な財源として有効に活用しております。しかし、現在
６台分が空き状態です。近隣にお住まいの方々はぜひ
ご利用ください。また、お知り合いの方をご紹介いた
だければ幸甚です。
年間契約での月極駐車料金は 25,000 円ですが、一年
以内の短期利用も可能です。
お問い合わせはワカバ会事務局までご連絡ください。
　所在地：大田区鵜の木３−32−10

♠毎回、これを書く時に、新入会員の若い方から先輩
方まで、みなさん本当に溌剌と各方面で頑張っている
なあと刺激を受け、元気を貰っています。ありがとうご
ざいます。（T）

ワカバ会オリジナルグッズ お申し込みは　電話・FAX・eメールにて、事務局まで

タオルマフラー 各 800円

バンダナ 各 500円

折りたたみトートバック
全５色　各 700円

折りたたみ傘　各 700円

ミニタオルハンカチ　各 350円

タオルポーチ　各 500円

（広げるとA4サイズ
も入ります）

31× 37× 9 cm

たたむと
こんなに
小さくなります

薄紫　　　紫　　　桃色　　オレンジ　ミントグリーン

青紫　　   ワイン　　ピンク　からし色　　薄緑

ハローキティ根付
　　　　650 円

（寄付込 1,000 円）

ワカバ会の事務局（三田高校 6 階）に勤務して下さ
る方を若干名募集します。
現在の事務局は 6 名の卒業生がシフト制で勤務して
います。
応募ご希望の方は 11 月末日までに履歴書をワカバ
会事務局宛に「総務委員会行」と明記してお送りく
ださい。

【勤務条件】
・週 2 〜 3 日（月〜木）
・勤務時間 10 時〜 16 時（稀に時間外あり）
・原則として高校 45 回生以降でパソコンの出来る方
・時給 1,000 円（交通費実費支給）

尚、面接・採用等については、後日個々にご連絡い
たします。　　　　　　　　（理事会総務委員会）

ワカバ会事務局スタッフ募集！！

3色 4芯ボールペン 150円

携帯ストラップ　300円

クリアファイル　50円

レターセット　100円
一筆箋　　100円


